
木曽岬町議会だより

121VOL.

きそさきの 令和6年11月1日発行
2024

おもな内容
•注目のトピックス …………… 2 3～

•決算・予算 ………………… 4 7～

•ここが聞きたい【一般質問】 … 8 13～

•議会日誌 …………………… 14
•編集後記 …………………… 14

指定緊急避難場所の
石田鉄工株式会社へ行って来ました

「匠」一途にひたむきに

技と道具と経験を駆使した

鉄の集団 石田鉄工㈱ YouTube石田鉄工㈱ HP



2
令和6年11月1日発行

木曽岬町議会だより

と
こ
ろ
、
今
回
の
視
察
が
実
現
い
た
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
こ
う
し
た
課
題
な
ど
も
含
め
た

現
状
を
説
明
さ
せ
て
頂
き
、
理
解
を
深
め

て
頂
く
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
と
し
て
も
、
三
重
県
を
は
じ
め
、

国
に
も
適
切
な
開
発
を
訴
え
続
け
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
木
曽
岬
干
拓
地
は
木
曽
岬
町
に
と
っ
て

重
要
な
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
今
後
の

税
収
や
雇
用
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
も
始
ま
っ
て
は
い
ま
す
が
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
以
南
は
早
期
の
開
発
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
、
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
悪
く
、
経
済
・
防
災
の
面
か
ら
も
直

接
乗
り
入
れ
が
出
来
る
道
路
が
必
要
で
あ

っ
た
り
、
堤
防
の
強
化
や
管
理
な
ど
の
課

題
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
議
会
よ
り
三
重
県

議
会
に
対
し
干
拓
地
へ
の
視
察
を
求
め
た

注
目
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

雑木が生い茂る干拓

干拓地の現状を説明する三輪議長

三重県議会が木曽岬干拓地を視察
7月25日

適切な管理が求められる堤防

南部の開発を求める

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？

木
曽
岬
干
拓
地
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施設の概要説明を受けました

注
目
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
木
曽
岬
町
、
桑
名
市
、
東

員
町
の
お
も
に
家
庭
か
ら
出

る
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、

粗
大
ご
み
、
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
処
理
し
て
い
る

桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合
の

資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
（
リ
サ

イ
ク
ル
の
森
）
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
敷
地
内
に
は
、
可
燃
ご
み

焼
却
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
圧
縮

梱
包
施
設
、
管
理
棟
な
ど
が

あ
り
、
こ
の
施
設
の
う
ち
可

燃
ご
み
を
安
全
・
安
定
的
に

燃
や
し
て
処
理
す
る
「
可
燃

ご
み
焼
却
施
設
」
は
令
和
２

年
１
月
１
日
よ
り
稼
働
を
開

始
し
て
い
る
施
設
で
、
焼
却

に
よ
り
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
て
高
効
率
発

電
を
行
い
、
灰
処
理
は
セ
メ

ン
ト
原
料
と
し
て
１
０
０
パ

ー
セ
ン
ト
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。

リサイクルの森へ行ってきました
9月17日

ごみを燃やすときに出る熱を利用して
発電する蒸気タービン・発電機室

ごみ処理の各工程を監視している中央制御室
（24時間体制で運転員が常勤）

モ
フ
リ
ン
に

会
っ
て
き
ま
し
た
！！

モフリン
（リサイクルの森キャラクター）
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　木造住宅の耐震改修支援が拡充され、地域減災力強化推進補助金における耐震シェルター設置
促進事業の新設に伴う費用が予算に計上されました。

耐震シェルター設置促進事業の補助金対象には、
耐震診断が必要となるのか？

（9月2日から16日間開催）

を紹介します！

町議会議員

町の担当者

耐震シェルター設置促進事業について 3,000千円

耐震診断を行い、評点0.7未満と診断された住宅が対象となり、補助金は
上限を100万円としています。

県道（和泉地先）における交通安全対策について 1,149千円

町議会議員
町の担当者

具体的な施工箇所は？

大塩歯科医院の交差点付近となります。

　県道木曽岬弥富停車場線（和泉地先）におけ
る交通安全対策としての区画線工事を施工する
費用が予算に計上されました。

町議会議員

町の担当者

補助対象となる耐震シェルターとは？

三重県型「耐震シェルター」の仕様基準を満たしているものや、他の自治体
において一定の評価のもと認定しているものなどとなります。

町ホームページ
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町議会議員

町の担当者

生活困窮者就労準備支援等事業の具体的な内容は？

　生活困窮者及び生活困窮者の家族その他の関係者からの生活相談窓口を設置するとともに体制
等の機能強化を図る費用が予算に計上されました。

生活困窮者就労準備支援等事業ついて 5,000千円

太陽光発電設備等設置費（自家消費型）補助金について 2,590千円

令和6年　第3回定例会

主な補正予算

現在も社会福祉協議会において生活困窮者の相談業務を実施していますが、
本事業により相談窓口を明確化し、広く住民の方々に周知するものです。

町議会議員
町の担当者

既に申請された件数は？

７月１日から申請の受付けを始めましたが、申請件数はゼロ件です。

　再生可能エネルギーの利用を促進し、温室効
果ガスの排出削減を図るため、太陽光発電設備
を設置する方への予算が増額されました。

　令和6年10月分より児童手当の改正に伴う事
務費や児童手当の費用が予算に計上されまし
た。（支給期間の延長、所得制限の撤廃）

児童手当について 15,160千円

　高齢者新型コロナ予防接種の実施に伴う費
用が予算に計上されました。

高齢者新型コロナ
予防接種について 11,748千円

町ホームページ
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32億円！32億円！
正しかったのかどうか、
議論しました‼

町議会議員

当初予算と比較して決算額が大幅に減額となった理由は？

国・県の地籍調査費負担金が減額となったことによるものです。

　国土調査法に基づき、一筆ごとの土地について現地調査や測量を行い新しく地籍図と
地籍簿を作成する地籍調査事業が上和泉地区及び源緑輪中地区で実施されました。

地籍調査事業について 7,238,000円

　自治会に地域コミュニティーの強化、地域活性化を図ってもらうため、地域住民が参
画して自主的かつ主体的に行う活動に対して交付金が交付されました。

地域まちづくり推進事業費交付金について 4,870,690円

町議会議員

町の担当者

一部の自治会において地域まちづくり推進事業費交付金
が有効活用されない要因は？

36地区のうち34地区に対し補助金を交付しましたが、各自治会での活用状
況は、除草作業などは比較的多いが自治会独自の防災訓練や町民体育祭
への参加者などが減っている状況にあります。

　老朽化した近江島排水機場を更新するための道路移設工、基礎
杭工、不発弾調査業務が実施されました。

県営湛水防除事業について 22,849,440円

基礎杭工道路移設工

町議会議員

町の担当者

当初予算と比較して決算額が減額となっているが
自治会から除草作業等の要望がなかったのか？

要望のあった都市下水路の清掃を実施しており、要望があれば現地を確認
し適宜対応しています。

　都市下水路について適正かつ効果的な維持管理を行うため、 清掃や除草作
業が実施されました。

都市下水路維持管理作業について 1,477,440円

町の担当者
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令和5年度　決算額
町のお金の使い方が
議会でしっかりと

　道路法に基づく橋梁点検及び健全度評価業務（48/226橋）が実施されました。

橋梁点検及び健全度評価業務について 7,249,000円

町議会議員

町の担当者

木祖村での宿泊施設等変更に伴う問題点は？

木祖村の「こだまの森キャンプ場」への宿泊施設変更に伴う問題はありません。
当キャンプ場では、キャンプファイヤーや、飯盒炊飯、星空観察など様々な
体験学習が実施できるため、令和6年度以降も当キャンプ場を宿泊施設として
継続していきたいと考えています。

　中学１年生が木曽川の源流部である長野県木祖村で一泊し、天然林やダム湖と
いった森林環境を体験したり、現地中学生と交流することを通じて、ふるさと木
曽岬のよさを再認識し、郷土理解を深める契機とする森林環境教育事業が実施さ
れました。

森林環境教育事業ついて 653,164円

　道路利用者の安全性・利便性の向上を図るため、町道外平喜・小学校線におい
てグレーチング蓋設置やカラー舗装などの避難路整備が実施されました。

町道外平喜・小学校線避難路整備
工事について 6,362,400円

　災害時等におけるより迅速かつ的確な情報伝達体制を確保するため、防災行政
無線（同報系）機器設備の部分更新が実施されました。

防災行政無線（同報系）機器設備
部分更新工事について 28,380,000円

　町道の適正かつ効率的な維持管理を行うため、町道鍋田川線、町道上藤里・源
緑線、町道見入縦断3号線などにおいて舗装修繕が実施されました。

町道舗装修繕工事について 43,407,100円
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こ
こ
が

聞
き
た
い

５
名
の
議
員
が

ペ
ー
ジ
数

13●
少
子
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

６
番
議
席  

伊
藤　

守 

議
員

ペ
ー
ジ
数

11●
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

●
外
国
人
と
の
対
話
に
つ
い
て

７
番
議
席  

服
部
芙
二
夫 

議
員

ペ
ー
ジ
数

12●
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て

３
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

10●
緊
急
時
対
応
へ
の
備
え
の
充
実
に
向
け
た
、

　

消
防
・
防
災
対
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

２
番
議
席  

古
村　

護 

議
員

ペ
ー
ジ
数

9●
熱
中
症
対
策
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
に

　

つ
い
て １

番
議
席  

後
藤
紀
子 

議
員

≪議会放送に係る注意事項≫
この議会の放送（映像及び音声）は、木曽岬町議会の公式記録ではございません。
議会放送の映像、写真、音声、記事等の著作権は木曽岬町議会に帰属しますので、無断で複製・転用する
ことはできません。

この記事は、質問議員本人が作成した原稿を議会広報常任委員会が編集したものです。
なお、掲載文は紙面の都合で要約（約五〇〇文字）されておりますが、一般質問の議事録は木曽岬町ホー
ムページで順次ご覧いただけます。

「一般質問」とは、議員が議案とは関係なく町政全般にわたって町長等の考え方や意見を求めるものです。

町ホームページ

一般
質
問
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　

以
前
、
小
学
生
の
通
学
距
離
を

問
題
視
し
て
ト
マ
ッ
ピ
ー
バ
ス
を

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
と
質
問
を
し
た
が
、
最
近

で
は
熱
中
症
の
危
険
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
も
頻
繁
に
あ
り
、
子
ど
も
達
を

守
る
た
め
に
は
や
は
り
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

校
内
の
空
調
設
備
を
適
切
に
活

用
し
て
活
動
す
る
、
暑
さ
が
ゆ
る

む
ま
で
下
校
を
見
合
わ
せ
る
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
へ
の
引
き
渡
し
を

依
頼
し
た
り
す
る
な
ど
、
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
万
一
、
登
下
校

時
に
体
調
不
良
と
な
っ
た
場
合

は
、
こ
ど
も
１
１
０
番
の
お
う
ち

な
ど
近
く
の
店
舗
や
家
に
助
け
を

求
め
る
な
ど
指
導
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
ど
も
１
１
０
番
の
お
う
ち
で

す
が
、
中
学
生
と
話
を
し
た
と
き

に 

顔
も
知
ら
な
い
人
の
家
に
入

っ
て
い
く
の
は
怖
い
と
い
う
こ
と

を
言
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
思
う

か
。

　

躊
躇
し
て
し
ま
う
人
も
お
る
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
躊
躇
な

く
駆
け
込
ん
で
も
い
い
の
だ
と
い

う
こ
と
を
、
再
度
学
校
を
通
じ
て

お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

愛
知
県
豊
明
市
の
教
育
委
員
会

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
を
変
更
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
し
て
い
る
。
し
か
も
通
学
距
離

は
関
係
な
く
誰
で
も
乗
車
で
き

る
。

　

木
曽
岬
の
教
育
委
員
会
は
何
を

し
て
く
れ
る
の
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
学
校
を
統
廃
合
し

て
、
距
離
が
圧
倒
的
に
４
㎞
を
は

る
か
に
超
え
た
と
い
う
と
こ
ろ
が

バ
ス
を
導
入
し
て
時
間
を
短
縮
し

て
安
全
に
通
学
を
し
て
い
る
と
把

握
を
し
て
い
ま
す
。

導入は考えておりません（教育長）

酷暑対策にスクールバスの導入を！

質問答弁

後藤紀子議員1番議席

再質問

再質問 再答弁再答弁

もっと

子ども
の気持

ちを

考えて
！！
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８
月
８
日
午
後
４
時
４３
分
ご
ろ

日
向
灘
を
震
源
地
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.1
の
地
震
が
発
生
し
、

気
象
庁
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
の
発

表
も
あ
り
、
改
め
て
日
頃
か
ら
の

地
震
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
命
を
守
る
災
害
に
備

え
て
の
防
災
対
策
と
し
て
、
家
具

転
倒
防
止
金
具
の
取
付
け
や
避
難

時
持
出
用
品
セ
ッ
ト
な
ど
を
対
象

と
し
た
「
木
曽
岬
町
防
災
対
策
事

業
補
助
金
」
の
進
捗
と
防
災
意
識

の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
の
状
況

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
水
利
と
し
て
、
町

で
は
、地
下
式
消
火
栓
１
２
４
基
、

防
火
水
槽
露
天
式
６２
基
、
地
下
式

４１
基
を
有
し
、
設
置
後
か
な
り
の

年
数
を
経
て
い
る
事
や
耐
震
性
の

点
か
ら
も
、
今
後
の
消
防
水
利
の

更
新
や
整
備
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

　

木
曽
岬
町
防
災
対
策
事
業
補
助

金
は
、
近
年
の
防
災
対
策
の
動
向

を
踏
ま
え
停
電
や
在
宅
避
難
、
車

中
泊
等
、
各
家
庭
で
対
策
を
講
じ

る
自
助
の
強
化
の
点
か
ら
、
補
助

対
象
品
目
の
拡
充
を
行
い
、
８
月

末
時
点
で
申
請
件
数
は
３６
件
、
予

算
の
執
行
率
は
３３
％
と
い
う
状
況

で
す
。
内
容
は
、
マ
ス
ク
や
除
菌

シ
ー
ト
な
ど
の
感
染
・
衛
生
対
策

用
品
が
最
も
多
く
、
次
に
保
存
食

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
き
そ

さ
き
へ
の
掲
載
、
区
長
会
や
自
主

防
災
組
織
の
勉
強
会
な
ど
の
場
で

の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
の
消
防
水
利
の
更

新
や
整
備
の
方
針
と
し
て
、
町
で

は
、
地
下
式
消
火
栓
や
防
火
水
槽

を
整
備
し
、
用
水
路
や
河
川
を
自

然
水
利
と
し
て
指
定
し
て
い
ま

す
。

　

現
時
点
で
耐
震
性
貯
水
槽
を
新

設
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
引
き
続
き
、
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
た
場
合
の
火
災
に
備

え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
耐

震
性
を
有
し
た
消
防
水
利
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ハードとソフトは並行して進める（町長）

質問答弁

古村　護議員2番議席

緊急時対応への備えの現状は

防火水槽（イメージ）
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　

県
道
木
曽
岬
弥
富
停
車
場
の
延

伸
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
第

６
次
総
合
計
画
で
、「
南
北
軸
の

強
化
を
図
る
た
め
更
な
る
延
伸
・

整
備
を
促
進
」
と
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
事
業
は
平
成
２８
年
に

事
業
に
着
手
し
、
令
和
２
年
度
に

町
道
雁
ヶ
地
福
崎
線
が
供
用
さ

れ
、
現
在
、
現
県
道
の
中
和
泉
の

所
に
タ
ッ
チ
す
る
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
県
の
事
業
な
の
で
完

成
は
未
定
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
先
の
延
伸
計
画
を

少
し
で
も
早
く
事
業
計
画
に
盛
り

込
ん
で
も
ら
え
る
様
、
県
に
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

外
国
人
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
（
分

別
方
法
等
）
に
お
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
た
と
お
聞
き
し
ま

し
た
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

　

転
入
手
続
の
時
、
外
国
語
で
表

記
し
た
ゴ
ミ
の
出
し
方
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
用
い
て
説
明
し
て
い
ま

す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
や
分
別
方

法
に
関
す
る
情
報
提
供
機
能
が
無

料
で
利
用
で
き
る
「
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
配
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

収
集
ボ
ッ
ク
ス
に
「
絵
・
写
真
」

な
ど
区
長
と
相
談
の
上
、
付
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
要

望
調
査
を
行
い
、
各
地
区
に
付
け

ら
れ
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

事業主体の県に
強く要望（町長）

ハンドブックで
丁寧に説明（町長）

ゴミ出しのあり方は？

文化の
違いを

乗り越
えて

服部芙二夫議員7番議席

バイパス延伸工事の
完成はいつ？

答弁答弁 質問質問

答弁

住
民
課
長

まだま
だ

先は長
いな
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今
や
子
ど
も
た
ち
は
ネ
ッ
ト
環

境
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
は
、

授
業
の
中
で
活
用
す
る
こ
と
を
主

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル

の
普
及
も
相
ま
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
家
庭

が
多
く
、
そ
こ
で
同
時
に
大
事
に

な
っ
て
く
る
の
が
情
報
モ
ラ
ル
に

な
り
ま
す
。 

　

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い

て
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
、

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
ご
家
庭

で
日
常
使
用
し
て
い
る
機
器
に
関

し
て
の
指
導
で
す
が
、
小
学
校
で

は
、
学
年
に
応
じ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
な
反
面
、

使
い
方
を
誤
る
と
ト
ラ
ブ
ル
や
い

じ
め
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る

た
め
、
お
家
の
人
と
ル
ー
ル
を
決

め
て
使
う
よ
う
児
童
に
話
を
し
て

い
る
ほ
か
、
学
校
通
信
や
学
年
通

信
で
保
護
者
向
け
に
も
発
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
技
術
科
の
授
業

の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
同
席
の
も

と
技
術
科
の
教
員
が
、
生
徒
に
指

導
す
る
時
間
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
学
年
を
対
象
に
、
ネ

ッ
ト
モ
ラ
ル
講
座
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
も
７
月
に
桑
名
警
察
署
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
使
い
方
に
つ
い
て

注
意
す
べ
き
点
を
お
話
し
い
た
だ

い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

指導する時間を設け、保護者への発信もしています（教育長）

質問答弁

鎌田鷹介議員3番議席

児童・生徒への周知は？

内閣府の調査によると、
小学生の97.5％、中学生の99％がインターネットを
使っていると回答

子どもがインターネット上の嘘情報を真に受けたり、
トラブルに巻き込まれるケースが年々増加

インタ
ーネット

上の

　トラ
ブルを

避ける
ため、

ネットリ
テラシ

ー教育
の

　　重
要性は

、非常
に

　　　
　高ま

ってい
ます。
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木曽岬町の人口推移 各年3月末現在

総人口 割合内、外国人人口

1.9％141人7,248人2000
（平成12年）

3.7％264人7,111人2005
（平成17年）

4.3％298人6,898人2010
（平成22年）

4.4％285人6,498人2015
（平成27年）

7.7％480人6,228人2020
（令和2年）

10.7％636人5,929人2024
（令和6年）

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

質問答弁

伊藤　守議員6番議席

　

国
の
異
次
元
の
少
子
化
対
策
な

ど
も
踏
ま
え
、
町
の
結
婚
支
援
や

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
特
に
力

を
入
れ
た
い
取
り
組
み
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
子
育

て
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め

に
新
た
に
子
ど
も
・
健
康
課
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
子
育
て
関
連
の
窓
口
を

保
健
セ
ン
タ
ー
に
一
本
化
で
き
、

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
実
現

し
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
、
児

童
手
当
や
福
祉
医
療
の
手
続
き
な

ど
す
べ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

マ
ザ
ー
ア
ン
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
協

会
が
、
２
０
２
３
年
２
月
３
日
か

ら
１０
日
ま
で
１
３
５
３
名
を
ア
ン

ケ
ー
ト
し
た
結
果
、
妊
娠
中
ま
た

は
産
後
の
女
性
を
対
象
と
し
た
調

査
を
し
ま
し
た
。
約
４
割
が
産
み

た
く
て
も
産
め
な
い
現
状
が
あ

る
。
少
子
化
の
一
番
の
理
由
は
、

経
済
的
な
不
安
。
次
に
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
で
あ
る
。

　

木
曽
岬
町
と
し
て
、
妊
娠
中
ま

た
は
産
後
の
女
性
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

　

木
曽
岬
町
で
は
妊
娠
届
け
出
時
、

ま
た
妊
娠
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
行
っ
て
お
り
ま
す
。
体
調
が
心

配
で
あ
る
と
か
、
経
済
的
な
不
安

が
あ
る
項
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
で
も
保
健
師
等
が
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

今
年
に
な
っ
て
母
子
手
帳
を
何

人
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

今
年
度
は
８
月
末
現
在
で
、
７

件
発
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産み育てやすい町にしていきたい（町長）

少子化問題は待ったなし

再質問

再質問 再答弁

子
ど
も
・
健
康
課
長

再答弁

子
ど
も
・
健
康
課
長
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L. 121
き
そ
さ
き

の

編
　 

後
記

集
　

辰
年
は
政
治
が
大
き
く
動
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
議

会
だ
よ
り
を
編
集
し
て
い
る
さ

な
か
、
新
た
に
総
理
が
選
ば
れ

新
内
閣
の
発
足
と
な
り
、
衆
議

院
の
解
散
も
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ん

に
お
届
け
さ
れ
た
頃
に
は
、
新

し
い
衆
議
院
議
員
が
選
ば
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
国
民
の
為

に
尽
力
頂
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

さ
て
こ
こ
に
第
１
２
１
号
の

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結
した重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームページ
または議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

次回、12月定例会、本会議の予定です。

●12月　5日㈭　午前9時　 開会、議案上程

●12月10日㈫　午前9時　 一般質問

●12月12日㈭　午前9時　 議案採決、閉会

傍聴者 声の

定例会を傍聴して頂きありがとうございました。第３回定例会を傍聴された方は
8名でした。
毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会運営の参考とさせていただい
ております。今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

●最近の議会だよりは良くなっておもしろいです。
　○今、力を入れている事のひとつです。今後もご期待ください。
●アンケートの内容を変更してください。
　○皆さんが答えたくなるようなアンケートにしていきたいと
　　思います。
●総務建設常任委員会の委員長報告で議案第46号～53号の一括
　していたが、第46号、第50号～53号と分けるべきでは。
　○ご指摘の通り対応いたします。
●政務活動費の運用率が低いが、必要な経費か検討するべきでは。
　○木曽岬町議会議員の政務活動費は申請した議員のみが活用で
　　きるもので、特に運用率を求めているものではありません。

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福
祉・教育センター２階、議会図書室にて公
表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページ
でも議事録を順次公開して
おります。

第３回定例会議案等の審議結果です。
●第３回定例会審議結果

・・・全議案全会一致で可決。

各議案の賛否

議会日誌

11日●例月出納検査（監査委員）
　　　水道決算審査（監査委員）
12、16、17日
　　●決算監査（監査委員）
18日●町村議会議長会理事会（議長）
25日●県議会議員干拓地視察
　　●議員懇談会
26日●部落解放をめざす会総会（議長）
29日●町村議会議長会定期総会、
　　　自治研修会（議長）

１日●体育協会臨時理事会（議長）

６日●桑名広域清掃定例会（議長）
　　●桑名・員弁広域連合定例会
　　　（副議長）
13日●例月出納検査・健全財政化審査
　　　（監査委員）
15日●戦没者慰霊祭
21日●全員協議会
25日●水産業振興組合定期総会
　　　（議長）
26日●桑名広域清掃監査（議長）
27日●議会運営委員会

２日●第３回定例会開会日・議案説明
　　　会
５日●教育民生常任委員会
７日●敬老会（議長）

９日●総務建設常任委員会
10日●例月出納検査（監査委員）
12日●第３回定例会一般質問日・議案
　　　質疑会
17日●第３回定例会閉会日
　　●議員懇談会
　　●行政視察
26日●伊勢湾台風犠牲者慰霊祭
27日●議会広報常任委員会

１～２日
　　●県町村議会議長会県外行政視察
　　　（議長）
２日●中学校体育祭
３日●議会広報常任委員会
　　●議員懇談会

2024 月7

2024 月8

2024 月9
2024 月10




